
 

 

産後家事・育児援助事業について 

 

 

家事援助や育児の補助支援により家事・育児の負担軽減を図るとともに、援助が必要な家庭を

適切な母子保健や子育て支援のサービスにつなげ、要支援家庭への移行を未然に防ぐことを目的

としている。 

ぴよぴよサポート（令和２年 10月事業開始、令和３年２月から対象を拡充） 

支援内容 利用者の自宅にヘルパーを派遣し、食事の支度、居室の簡単な清掃、沐浴の補助、

対象児の兄弟の世話等の家事・育児を支援する。(子どもの預かり、ベビーシッタ

ーは対象外)  

対象及び利用時間等 

拡充前(令和３年１月まで) 

生後６か月までの乳児を育児中の世帯を対象として、利用は１回２時間以上、

利用時間は年間 18時間が上限（多胎児は 36時間）。 

拡充後(令和３年２月から) 

保育サービスを利用していない２歳までの乳幼児を育児中の世帯を対象として、

利用は 1回２時間以上、利用時間は対象児１人あたり年間 18 時間が上限。 

利用料  １時間あたり 1,000 円（減免制度あり） 

利用実績 

年度 申請者数 延べ利用者数 延べ利用回数 利用時間数 

令和２ 190 人  138 人 283 回 647 時間 

 

 

 にこにこサポート（令和３年７月事業開始） 

支援内容 産後間もない時期の産婦の自宅に産後ケア専門支援員（産後ドゥーラ）を派遣し、

産後の心身の不調及び育児不安・孤立感を軽減するとともに家事・育児を支援する。 

対象及び利用時間等 

区内に住所を有する出産後７か月未満の産婦を対象として、１回の訪問につき２

時間以上とし、期間中７時間が上限。 

利用料  自己負担額１時間あたり 1,000 円（減免制度あり） 

 

 

 

 

 

資料３ 



■ 大田区報（令和３年８月 21 日号） 

   


